
096

サーバαは宛先のサーバβに対してARP要求するのが通常の通信ですが、サーバα
の表2の経路情報をA部分を見ると、172.28.42.128の宛先に行くためには、ゲート
ウェイとして172.28.42.254に転送せよ。となっています。
そこで、図1の⑦の経路においてサーバαは172.28.42.254、すなわちL3SWのIP
アドレスに対するMACアドレスを要求するARP要求パケットを作成しブロード
キャストします。
⑧では、L3SWのMACアドレスの情報がARP応答として返ってきます。
その結果、ICMP echo応答の宛先MACアドレスはL3SWとなり⑨、一旦L3SW

で送信元、宛先MACアドレスを付け替えて⑩サーバβへ転送されます。

表２　経路情報

あて先ネットワーク ネットマスク ゲートウェイ インタフェース
0.0.0.0 0.0.0.0 172.28.42.254 172.28.42.201

127.0.0.0 255.0.0.0 127.0.0.1 127.0.0.1

172.28.42.0 255.255.255.128 172.28.42.126 172.28.42.201

B 172.28.42.0 255.255.255.0 172.28.42.201 172.28.42.201

A 172.28.42.128 255.255.255.128 172.28.42.254 172.28.42.201

172.28.42.201 255.255.255.255 127.0.0.1 127.0.0.1

172.28.42.255 255.255.255.255 172.28.42.201 172.28.42.201

224.0.0.0 240.0.0.0 172.28.42.201 172.28.42.201

255.255.255.255 255.255.255.255 172.28.42.201 172.28.42.201

サーバやPCには、IPアドレスとデフォルトゲートウェイだけでなく、経路情報
ごとに次に送る宛先（ゲートウェイ）を登録することができます。
今回の問題ではこの設定した情報が間違っていたことが原因で通常ではない
ARP動作を⑦以降行ってしまいました。
宛先サーバβのアドレスは172.28.42.200であるため、表2の経路情報のAもBも
ホストアドレスとしては含まれます。

　Aのホスト範囲は、172.28.42.129～254
　Bのホスト範囲は、172.28.42.1～254

しかし、経路情報には「最長一致」という法則があり、ネットワークが長く一致
する方を優先経路とする決まりがあるため、経路Aが選択されました。




